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検査二次検査の受診者とその家族に対するアンケート調査 第2報：家族の不安の推移と関連要因. 第64回日本

甲状腺学会学術集会; 20211118-20; 東京/Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
前田正治. 目に見えない災害との戦い：福島原発事故とコロナ禍. 第17回日本うつ病学会総会; 20210125-31; 
Web. 
 
瀬藤乃理子. 甲状腺二次検査におけるサポートの現状と課題. 2021年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シ

ンポジウム; 20210213-14; Web(福島). 
 
前田正治. 原発災害後10年目のメンタルヘルス状況. 2022年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウ

ム; 20210213-14; Web(福島). 
 
小林智之, 竹林唯, 前田正治. COVID-19が勤労者に与える精神的影響：日本労働組合総連合会福島県連合会の

実態調査. 第20回日本トラウマティック・ストレス学会; 20210717-18; Web. プログラム・抄録集. 46. 
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前田正治, 瀬藤乃理子, 竹林唯, 佐藤秀樹. クラスターの発生した医療機関・介護福祉施設に対する外部支援～

福島県におけるレスポンダー支援の試み～. 第20回日本トラウマティック・ストレス学会; 20210717-18; Web. プ
ログラム・抄録集. 55. 
 
瀬藤乃理子. 東日本大震災におけるあいまいな喪失：行方不明者家族の支援からの学び. 第20回日本トラウマテ

ィック・ストレス学会; 20210717-18; Web. 
 
瀬藤乃理子, 前田正治. 福島県のCOVID-19軽症者宿泊療養施設におけるメンタルヘルス支援. 第20回日本ト

ラウマティック・ストレス学会; 20210717-18; Web. 
 
前田正治. 災害時の精神医学的疫学研究の在り方：福島災害. 第20回日本トラウマティック・ストレス学会; 
20210717-18; Web. 
 
瀬藤乃理子. パンデミックにおけるあいまいな喪失～医療従事者のレジリエンスを支える～. 日本家族療法学会第

38回大会; 20210827-29; 東京/Web. 
 
前田正治. 人為災害におけるトラウマケア：輸送災害に焦点を絞って. 第117回日本精神神経学会学術総会; 
20210919-21; 京都/Web. 
 
佐藤寛, 国里愛彦, 竹林由武, 佐藤秀樹, 高階光梨, 横光健吾. 認知行動療法研究の新時代を切り開く研究法

－認知行動療法研究の質向上 さらなる高みへ向けたアプローチの最前線－. 日本認知・行動療法学会第47回大

会; 20211010-11; Web. 
 
瀬藤乃理子. 災害とあいまいな喪失～行方不明、原発災害、COVID-19の支援を通して～. 第25回日本心療内科

学会学術大会; 20211023-24; Web. 
 
前田正治. コロナ禍における医療スタッフのメンタルヘルスケア. 第80回日本公衆衛生学会総会; 20211221-23; 
東京/Web. 
 
〔招待講演〕 
 
前田正治. コロナ対応スタッフのトラウマとそのケア. 第83回日本臨床外科学会総会; 20211118-20; 東京/Web. 
 
〔その他〕 
 
瀬藤乃理子, 前田正治, 他. COVID-19軽症者宿泊施設における心理的支援. 東北大学医療コンダクター型災害保

健医療人材養成プログラム; 20210529; Web. 
 
瀬藤乃理子. 遺族対応の基本～遺族支援の考え方と基本的介入～. 兵庫県こころのケアセンター「悲嘆の理解と遺

族への支援」研修; 20210826; Web. 
 
瀬藤乃理子. 新型コロナウイルス感染症と医療従事者のメンタルヘルス. 福島県理学療法士会COVID-19委員会

主催研修会; 20211027; Web. 
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瀬藤乃理子. コロナ禍をしなやかに生きる力を育む～“あいまいな喪失”への対処～. 令和3年度福島県臨床心理

士会こころの健康会議; 20211114; Web. 
 
瀬藤乃理子. コロナ禍での対人支援の留意点～温かい支援を継続するために～. 令和3年度相双地域リハビリテー

ション推進部会研修会; 20211130; Web. 
 
瀬藤乃理子. コロナ禍における対人援助職のセルフケア. 令和3年度大船渡市第2回在宅医療ワーキング; 
20211222; Web. 
 
 
 

放射線腫瘍学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Oike T, Sekiguchi Y, Yoshimoto Y, Oike T, Ando K, Gu W, Sasaki Y, Tokino T, Iwase A, Ohno T. Mutation 
Analysis of Radioresistant Early-Stage Cervical Cancer. International Journal of Molecular Sciences. 202112; 
23(1):51. 
 
Tamaki T, Ozaki A, Sato H, Tsubokura M, Suzuki Y. Alleviating the consequences of nuclear disasters on 
views on radiation risks among physicians and patients: Fukushima experience. Journal of Global Health. 
202104; 11:03069. 
 
Mori Y, Sato H, Kumazawa T, Permata TBM, Yoshimoto Y, Murata K, Noda SE, Kaminuma T, Ando K, Oike 
T, Okonogi N, Okada K, Kakoti S, Suzuki K, Ikota H, Yokoo H, Nakano T, Ohno T, Shibata A. Analysis of 
radiotherapy-induced alteration of CD8+ T cells and PD-L1 expression in patients with uterine cervical 
squamous cell carcinoma. Oncology Letters. 202106; 21(6):446. 
 
〔総説等〕 
 
小此木範之, 佐藤浩央, 吉本由哉, 鈴木義行. How do we approach to the difficult-to-treat Japanese case. 
Combination therapy of Immunotherapy and Radiotherapy (Immuno-radiotherapy). Skin Cancer. 202103; 
35(3):98-104. 
 

研究発表等 

 
〔シンポジウム〕 
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